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第 5 期豊岡市障害福祉計画・第 1 期豊岡市障害児福祉計画グループインタビューの主な結

果と課題の対応状況について 

 

項目 区分 内容 対応状況 対応 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用 

視
覚 

65 歳以上になると介護保険が優先と

なり、不安である。介護保険と障害福祉

サービスとの関係が分からない。 

相談支援専門員、ケアマネージャー等と情報共

有を行い、一律に介護保険優先とするのではな

く、利用者の意向を聞いた上で必要なサービスを

受けられるように対応している。 

済

み 

知
的 

福祉サービスは利用したいが、どのよ

うなサービスが適しているのか、利用で

きるのかわからない。 

市 HP 等で相談窓口や制度を周知している。 済

み 

重
心 

看護師不足もあると思うが、医療的ケ

アの必要な子どもを預かっている施設が

ない。 

重心の受け入れ事業所としては、北但広域療育

センターがあり、現在定員に空きがある状態。今

後は医療的ケア児支援のための協議の場を設置

し、現状把握等を行います。 

－ 

短期入所（ｼｮｰﾄステイ）の施設がない

ことで、児童も大人も困っている。遠方

に行くのに本人も移動が負担である。 

市内の医療型短期入所は公立豊岡病院のみ。ニ

ーズを把握した上で、豊岡病院と協議をしていき

たい。 

－ 

高等部卒業後の居場所がない。住み慣

れた地域で生活したい。 

障害者自立支援協議会せいかつ部会重心 PT で

実態調査を実施中。 

－ 

児
童 

放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽを利用したいと思っ

たが、親の仕事との関係で利用できない。

時間を延長してほしい。 

利用時間の延長は事業所へ相談いただきたい。

市から事業所に対して求めることはできない。 

－ 

就
労
支
援 

（
一
般
就
労
） 

発
達 

障害者就労を受け入れる企業等が非常

に少ない。 

自立支援協議会しごと部会において、意見を共

有し、課題や取り組みについて協議する。 

－ 

仕事をするまでに訓練ができるところ

や就労の準備期間がほしい。 

発達障害に特化した事業所はないが、各事業所

において障害特性に応じた支援に努めていただ

いている。 

市内には就労移行支援１箇所 就労継続支援

A型４箇所、B型 14 箇所の事業所がある。 

済

み 

発達障害児は、見た目ではわからない

ので、就労の現場で理解されないことが

ある。 

相談支援専門員がいる場合、発達障害の特性を

事業所へ伝え、理解を求めていきたい。 

－ 

発達障害者の就労では、仕事内容のも

う少し丁寧な説明書やマニュアル等が必

要。 

市では対応できないため、事業所の対応を期待

したい。 

－ 

精
神 

体調に合った仕事、障害への理解があ

ればと思う。 

市では対応できないため、事業所の対応を期待

したい。 

－ 

グループ就労で、４人一緒に仕事に入

ったが、自分以外に３人いることで、仕

事に励みになるとともに、悩みも共有で

きるなど、就労への良い方法だと思って

いる。 

自立支援協議会しごと部会において、意見を共

有し、課題や取り組みについて協議する。 

－ 

就
労
支
援 

（福
祉
的
就
労
） 

発
達 

就労継続支援Ａ型で仕事をしている

が、少しでも仕事ができるようになると

一般就労に行かされるのではないかとい

う不安が常にある。 

 

一般就労を強要することはないが、一般就労へ

の可能性があれば助言される。A型を継続するの

か、一般就労へ向かうのかは十分な話し合いで決

めていくことが必要であると考えている。 

－ 

資料５ 
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グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム 

精
神 

精神障害者だけのグループホームがあ

ればよい。 

精神障害者を対象としたグループホームは、ほ

おずき寮がある。 

済

み 

日
常
生
活
支
援

（補
装
具
、
周
囲
の
理
解
等
を
含
む
） 

 

肢
体 

耐用年数になれば新しい補装具にして

ほしい。 

修理が可能ならば修理対応。対応年数が経過し

修理不可能であれば支給対応としている。 

済

み 

視
覚 

ペンシル型の録音機器が他市では日常

生活用具に認められているようであり、

豊岡市でも認めてほしい。 

近隣の市町では給付実績もあるということだ

が、豊岡市では今年度眼鏡型文字読上げ器を対象

品目に追加したところであり、要望された用具に

ついては、改めてニーズや必要性を調査する。 

－ 

行政からの案内等では、封筒に発信元

や内容（題名）を点字表記してほしい。 

封筒には点字シールを貼り、発信元が分かるよ

うに送付している。 

済

み 

パソコンソフトが 5 年で更新のため、

古いものになっている。 

耐用年数は５年としており、用具の種類が異な

る場合に限り耐用年数の範囲内で基準額を上限

として複数回申請可としている。 

済

み 

聴
覚 

手話は言語であり、公的施設では誰で

も手話でコミュニケーションできるよう

にならないか。また、そのためには、学

校教育での取り組みが必要ではないか。 

本市では本庁の総合案内、立野庁舎の社会福祉

課に手話通訳者を配置している。 

社会福祉協議会に福祉教育として相談があれ

ば、手話を提案してもらうよう依頼済み。 

済

み 

手話通訳者派遣制度の通訳者の派遣要

綱を改正してほしい。冠婚葬祭に通訳者

を派遣してもらえるが、制限があって利

用しにくい。 

平成 30 年３月に要綱を改正し、派遣対象者、

派遣対象事由を拡大した。冠婚葬祭については、

派遣対象となる親族の範囲を撤廃した。 

済

み 

聴覚障害者へのｻﾎﾟｰﾄとして、手話通

訳、要約筆記など選択肢が多い方が良い。 

以前から手話通訳・要約筆記の通訳者派遣事業

を行っている。 

済

み 

手話言語条例の制定が必要である。 

兵庫県において、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ社会づくりの推進に

関する条例に手話が意志疎通手段として位置付

けられている中で、本市における条例の必要性に

ついて検討する必要がある。 

－ 

手話通訳者と手話奉仕員との中間時期

の手立てが必要である。 

手話通訳者養成講座については、受講のために

遠方まで通う必要があり、近隣で養成講座が開催

されるよう県へ要望していきたい。 

－ 

公的機関の窓口等に手話通訳者を設置

してほしい。 

平成 30 年度より市役所本庁の総合案内と立野

庁舎社会福祉課に手話通訳者を配置している。 

済

み 

緊急時や夜間の急病時など、24 時間対

応で手話通訳者を派遣できるようにして

ほしい。 

他市町の体制も参考にし、手話通訳者の対応可

否について確認したうえで豊岡市としての体制

を検討中である。 

－ 

日
常
生
活
支
援

（補
装
具
、
周
囲
の
理
解

等
を
含
む
） 

知
的 

グループホームができるというと、地

域の住民が、不安を持つことがあるので、

地域の人に理解をしてもらいたい。 

引き続き、障害者週間などの機会を活用し市

広報や市ホームページで広報・啓発活動を検討

したい。 

済

み 

発
達 

発達障害では、こだわりが強い、やり

方を柔軟に変えられないなど特徴があっ

て、普通の人には当たり前にできること

ができないことを理解してもらえない。 

引き続き、発達障害に限らず障害や障害のあ

る人に対する市民の理解を深めてもらえるよ

う、障害者週間などの機会を活用し市広報や市

ホームページで広報・啓発活動を検討したい。 

済

み 

精
神 

お金の管理が苦手で、常に悩んでいる。 
社会福祉協議会の福祉サービス利用援助事業

により対応している。 

済

み 

精神障害に対する正しい理解をしても

らうように、広報などをしっかり出して

ほしい。 

障害に対する理解を深めてもらえるように、

市広報や市ホームページを通じて啓発に努めて

いる。 

済

み 
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重
心 

生まれてすぐに障害がわかったが、ど

こに相談すればよいか紹介してもらえな

かった。生まれてすぐに情報がほしい。 

病院との連携が必要と思われるため、医療的

ケア児支援の協議の場等で検討したい。 

－ 

児
童 

障害福祉サービスの内容などの情報が

どこに行けばもらえるのかわからない。 

本市の HP 上に福祉のしおりを掲載している。 済

み 

交
通
、
移
動
支
援 

肢
体 

身体障害者にとって、駐車場の無料時

間を延長するなど配慮がほしい。 

商業施設の管理業者に問合わせたところ、要

望があれば検討されることが確認できたので、

必要に応じて要望に同行したい。 

－ 

日常の生活圏内での移動にかかる鉄道

の割引対応について見直してほしい。 

障害者団体による JR への要望に同行した。 

引き続き要望があれば同行したい 

済

み 

視
覚 

タクシー券について、１回で複数枚使

えるようにしてほしい。 

これまでのタクシー券の交付実績や利用実績

をもとに、使用方法や使用頻度を詳細に分析

し、今後検討していきたい。 

－ 

ボタン式の信号機を改善してほしい。

（視覚障害者には、ボタン信号機である

ことがわからない） 

信号機の所管の警察に要望をしていただきた

い。要望に際しては、必要に応じて同行した

い。 

－ 

知
的 

移動支援は、利用時間に制約があり、

なかなか使えない。 

基本的には相談支援事業所が作成する要望に

基づいた計画案に記載されていた支給量をもと

に支給決定をしているので、利用時間に制約は

生じないと考えられる。 

済

み 

発
達
支
援 

発
達 

療育は子ども対象であるが、発達障害

とわかったのがある程度、大きくなって

からの場合、そのような人にも療育の機

会がほしい。 

18 歳以下であれば放課後等デイサービスがあ

るが、大人のための療育の場と言うものはな

い。現状としては、既存の障害福祉サービス事

業所で障害特性に応じた支援を受けていただく

ことになる。 

なお、発達障害の方の相談機関としては、ひ

ょうご発達障害者支援センタークローバー豊岡

ブランチ、トータルハーモニーがある。 

済

み 

医
療
費
免
除 

肢
体 

身体障害者手帳 3、4級でも医療費免除が

できるようにしてほしい。 

福祉医療費助成事業は県の制度に基づいて実

施しており、市の単独事業として対象者を拡大

することは市の財政状況から難しい。 

透析については、特定疾病の受給者証がある

ことで負担額を軽減できる。 

済

み 

 

 


